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� JDIAP 会長　吉野　正

� APIAP 学会事務局長　田中健大

すでにお伝えしていますように、COVID-19 の状態により

第 12 回 APIAP congress はオンディマンドによる Web 開催

となりました。

内容については、ホームページ The 12th Congress of 

Asian Pacific International Academy of Pathology （ kwcs.

jp/APIAP2021/ ）に掲載していますので、ご覧いただきた

いと存じますが、大雑把なアウトラインを以下に記します。

JDIAP の理事委員長等のみなさまのご努力で盛りだくさんの

内容とすることができました。座長、演者の先生方に対して

この場を借りて感謝申し上げます。また、病理専門医の領域

講習単位が 7 単位取得可能となりました。そのような観点で

も有用な会となります。多数のご登録いただけますようお願

い申し上げます。

1．参加登録：8 月 2 日から開いています。参加費は 1 万円と

なっています。締め切りを事務上の制約で 1 次は 10 月 21 日

正午としています。しかし、2 次を 10 月 22 日から 11 月 1 日

に設けており、病理学会秋期特別総会開催の 11 月 4 日・5 日

岡山コンベンションセンターでも受付を行います。

2．配信項目：IAP 前会長の Dietmar Schmidt 先生の特別講

演（子宮内膜症関連腫瘍）、WHO, ICCR, AJCCのco-jointセッ

シ ョ ン、David Hardwick 先 生 の 追 悼 記 念 講 演、 ○

AI&digital、頭頸部、○造血器、○泌尿器男性生殖器、内分泌、

女性生殖器、○中枢神経、肺、消化管、○骨軟部、肝胆膵、

○乳腺、○細胞診、教育セッション、Chinese American 

Pathologist Association、次世代病理医によるワークショッ

プで、11 月 1 日から 14 日まで配信します。

なお、専門医機構からのご指示により○は領域講習単位取得

ができます。上限 7 単位となっています。

3．LIVE ディスカッション：11 月 11 日、12 日に行います。

なお、質問をより広くしていただくという観点で事前 11 月 1

日から 5 日に Web システムで各演題への質問を受け付け、

各座長に 11 月 9 日、10 日に配布いたします。

【 LIVE 予定】

11 月 11 日 8 時から 30 分間：CAPA、9 時から 30 分間：

頭頸部、10 時半から 40 分間：肺、11 時半から 30 分間：骨

軟部、12 時 20 分から 40 分間：乳腺、13 時 20 分から 40 分間：

教育セッション、14 時 10 分から 30 分間：造血器（ 15 時以

降はビジネスミーティング）

11 月 12 日 10 時から 40 分間：細胞診、11 時から 30 分間 ;

肝胆膵、11 時 50 分から 30 分間 AI&digital、12 時 40 分から

30 分間内分泌、13 時半から 30 分間：中枢神経、14 時 20 分

から 40 分間若手病理医のワークショップ

� 東京事務局　松原　修

IAP 本部の President であった Dr. CH Binford が、1958

年 11 月に来日された際、当時の日本病理学会総務幹事の吉

田富三先生と dinner を一緒されたことがことの始まりでし

た。1959 年 7 月 に 吉 田 先 生 か ら の 依 頼 で 江 頭 先 生 が

Washington に出かけ、日本支部設立について説明を行いま

した。1959年11月にIAP本部のExecutive Councilにおいて、

30 名の会員からなる IAP 日本支部設立が認められました。

実際には、1961 年に Chicago で開催された IAP Congress に

おいて設立が承認されたため、これが正式な JDIAP の設立

時期と考えられています。初代の会長は吉田富三先生で、太

田邦夫先生に引き継がれました。江頭靖之先生が永く常任幹

事を務められました。その後、会長の西山保一先生、常任幹

事の福田芳郎先生が中心となり、25 周年の記念誌が発行され

ました。さらに、50 周年記念式典と Reception が 2011 年 11

月 18 日に日本教育会館で、記念教育セミナーが慈恵医大講

堂で開催され、50 周年記念誌も発行されました。これらの記

念誌は、HP の News Bulletin & Archives の中の Anniversary 

Events の中にも掲載されています。今年は 2021 年で、1961

年から 60 周年目となります。あいにくのコロナ禍の中で、

総会も on site での開催が難しく、60 周年の記念事業は①記

念式典は縮小したもので、理事会の際に簡単に開催、②記念

誌は News Bulletin の特集号として発行、③加藤良平前会長、

中谷行雄前々会長、岩下明徳会計監事の特別表彰、④お世話

になった外国の先生方への 60 周年記念特別表彰を行うこと

を考えています。

� IAP 日本支部教育委員長　清川貴子

すべてのプログラムを Web 配信（オンデマンド）形式で

開催いたします。ハンドアウト、受講証、領収書は、受講者

が Web 視聴ページから電子ファイル（ pdf ）をダウンロー

ドする形式に変更します。事前の郵送物はありません。スラ

イドセミナーは 3 コースまで受講できます（＊）。詳細は

IAP 日本支部 ホームページ http://www.iapjapan.org を参照

してください。

視聴期間：2021 年 11 月 16 日から 12 月 5 日

受講申込期間：2021 年 10 月 1 日から 12 月 4 日

受講申込方法：IAP 日本支部 ホームページ（ http://www.

iapjapan.org ）からのオンライン登録、クレジットカード決

済のみ。病理診断講習会、スライドセミナーともに事前の申

し込みと受講料の支払を完了している必要があります。

 第 12 回アジア太平洋 IAP 学会（ APIAP 
congress ）の開催概要について

 JDIAP 創立 60 周年記念行事について

 2021年国際病理アカデミー（ IAP）日本支部
病理学教育セミナーのお知らせ
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テーマ：「骨軟部腫瘍」

コーディネーター： 小田義直（九州大学大学院医学研究院形

態機能病理学）

【緒言】

「治療とリンクした骨軟部腫瘍の病理診断」

遠藤　誠（九州大学病院整形外科）

【教育講演 1 】

「軟部腫瘍病理診断における新展開」

山元英崇（九州大学病院病理診断科・病理部）

【教育講演 2 】

「骨腫瘍及び小円形細胞肉腫の病理診断における新展開」

吉田朗彦（国立がん研究センター中央病院 病理診断科）

病理専門医資格更新単位：診断講習会では教育講演 1、2 が

各 1 単位で合計 2 単位、スライドセミナーでは各コースが 2

単位で最大 4 単位までの取得が可能です（＊スライドセミナー

を 3 コース受講しても付与される資格更新単位は合計 4 単位

です）。

〔受講料（ 1コース）〕

会員料金の適応

1 ）2021 年 9 月 1 日の時点で、2020 年までの会費を全額納入

していること。

2 ）2021 年新規入会会員については、2021 年 9 月 1 日までに

入会手続きが完了していること。

問い合わせ先

●教育セミナーについて：

　IAP 日本支部 教育委員長　清川貴子

　　　　　　　　　　 （東京慈恵会医科大学病理学講座）

　　　E-mail：iap-japan@jikei.ac.jp（事務担当　桜井）

● IAP 日本支部入会申し込み・年会費の納入について：

　IAP 日本支部事務局　㈱国際文献社内　平尾　みゆき　

　　　E-mail：jdiap-post@bunken.co.jp　TEL：03-6824-9374

今年も HP での開催となります。期間中に HP の総会ペー

ジにログインしていただき、議案および資料（ PDF ）をご

確認のうえ、議決権行使または委任状登録をお願いします。

開催期間：病理学会の後を考えていますが未定です。決ま

りましたら NEWSLETTER でお知らせしますのでよろしく

お願いします。

� 東京事務局　松原　修

� 副会長・教育委員長　清川貴子

去年の第 4 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会は、外

科病理診断講習会の部は中止とし、病理解剖診断講習会の部

だけを開催しました。今年は Web（オンデマンド）形式で外

科病理診断講習会の部も開催しました。これは講演講師、添

削講師の先生方、教育委員方々のご協力のお陰です。加えて、

事務局として、㈱ MA コンベンションコンサルティング

（ MACC ）の堤　奈緒さんと榎本 由希さんに大変お世話に

なりました。講習会のことを簡単に報告させていただきます。

外科病理診断講習会の部は以下のとおりで、参加登録人数

は 144 名でした。

参加申込期間：2021 年 5 月 6 日（木）～ 6 月 15 日（火）

Web 視聴期間：2021 年 6 月 3 日（木）10：00～

 6 月 16 日（水）23：59

受講料：20,000 円、クレジット決済のみ

プログラム：

　婦人科病理：内膜組織診の基本

　　　　　　　清川貴子（東京慈恵会医科大学）

　呼吸器病理：生検診断の基本

　　　　　　　松原　修（平塚共済病院／がん研）

消化器病理：胃生検診断の基本

　　　　　　九嶋亮治（滋賀医科大学） 

　　　　　　肝生検の要点と免疫組織化学の基本

１．病理診断講習会

２．スライドセミナー

New! 甲状腺腫瘍
近藤哲夫（山梨大学大学院総合研究部医学域人体病理学）

New! リンパ腫　−節外性−
田中健大（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科病理学）

New! 胸膜、腹膜病変
鍋島一樹（福岡大学医学部病理学講座・病理部／病理診断科）

＊ 食道胃接合部・胃・十二指腸の病理
河内　洋（がん研究会有明病院臨床病理センター病理部）

＊ 乳腺の病理
森谷鈴子（滋賀医科大学附属病院病理部）

＊ 肝の病理（非腫瘍および腫瘍）
原田憲一（金沢大学医薬保健研究域医学系人体病理）

＊ 膵の病理（非腫瘍および腫瘍）
能登原憲司（倉敷中央病院病理診断科）

# 子宮腫瘍
三上芳喜（熊本大学病院病理診断科）

＊は今年に続いて来年も行われる予定のコース、# 印は今
回で終了するコース。

一般会員 ジュニア
会員

シニア
会員 非会員

病理診断講習会  5,000 円 3,000 円 無料  8,000 円
スライドセミナー

（ 1 コース） 10,000 円 5,000 円 10,000 円 15,000 円

病理診断講習会はハンドアウト代、スライドセミナーはバー
チャルスライド閲覧・ハンドアウト代が含まれています。

 第 61 回総会のお知らせ

 2021 年第 5 回「ふぁんだめんたる」
病理診断講習会の報告
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　　　　　　羽賀博典（京都大学） 

乳�腺�病�理：良悪性鑑別の要点

　　　　　　森谷卓也（川崎医科大学） 

骨軟部腫瘍病理：遭遇頻度の高いもの

　　　　　　　　小田義直（九州大学） 

泌尿器病理：腎細胞癌の肉眼から組織

　　　　　　都築豊徳（愛知医科大学） 

病理解剖診断講習会の部は、受付期間を 5 月 26 日（水）

までとしましたが、定員 40 名に達し次第終了しました。受

講料 15,000 円で、添削講師は、加藤良平（伊藤病院）、吉

野　正（岡山大学）と松原　修が務めました。昨年と同様、

臨床と病理の資料を各自に送り、解答を mail で寄せてもらい、

模範解答、講評をお返事するという形式でした。受講された

39 名（ 1 名は解答を寄せてくれませんでした）の評価の分布

は以下の通りでした。

　ABC 評価 人数 ％

　　　A 11  28

　　　B 16  41

　　　C 8  21

　　　D 4  10

秋の教育セミナーがより専門性の高い診断講習会とスライ

ドセミナーであるのに対して、「ふぁんだめんたる」病理診

断講習会は、若手病理医が直面する外科病理診断と病理解剖

診断の基礎的な問題を分かりやすく解説することを目的とし

た春の教育プログラムです。都築、清川、松原が USCAP の

会場で話し合ったのが事の起こりです。先ずは 5 回をめどに

始めましたので、反省会を行い、続けるか、一旦終了するか

を決めたいと思っています。ご意見を頂ければ幸いです。

羽賀博典理事、久岡正典理事の任期満了につき、理事指名

委員会が 8 月 30 日（月）にズーム会議、9 月 11 日（土）にメー

ル会議にて行われました。委員会では次期理事候補者につい

て慎重に審議され、最終的に 4 名の理事候補者が選出されま

した。選出された理事候補者（敬称略）は、渡辺みか（東北

公済病院・病理診断科・部長）、湊　宏（石川県立中央病院・

病理診断科・診療部長）、柳井広之（岡山大学病院・病理診

断科／病理部・教授）、相島慎一（佐賀大学・病因病態科学・

診断病理学分野・教授）の 4 氏です。

理事選挙期間は 10 月 1 日（公示）から 14 日（開票）で、

4 名中 2 名が当選し、後日の理事会、総会で報告・承認され

ることになります。次期理事の任期は2022年から2024年です。

理事指名委員会出席者：加藤良平（委員長）、中谷行雄（副

委員長）、松原　修（委員）、長村義之（委員）、小田義直（委

員）、都築豊徳（委員）、清川貴子（ゲスト委員）、吉野　正（ゲ

スト委員）、鈴木友子（名古屋事務局）

� 山梨大学医学部人体病理学　近藤哲夫

病理医として駆け出しであった頃の話。内分泌病理の診断、

研究のトップリーダーとして活躍していたカナダの内分泌病

理医の研究室に縁あって留学する機会を得た。留学先の大学

病院でのサインアウトセッションに意気揚々として参加す

る。日本からやってきた病理専門医であることが若手の病理

医達に紹介され、そこで 1 例の甲状腺結節の病理検体が提示

された。線維性被膜を有する境界明瞭な単結節性の病変で、

豊富なコロイドを有する大小の濾胞増生からなる。乳頭癌に

特徴的な核所見はみられない。留学先の師匠にあなたの意見

はと求められる。多少なりととも自信があったので、堂々と

英語で答えた。This is adenomatous goiter! 指導医はニヤリ

とし、No! This is papillary carcinoma. 師匠はカナダの若手

病理医達に日本では未だにこの結節を良性と診断するのだと

解説を始めた。その時私はどう感じたのであろうか。実は不

遜にも師匠の判断のほうが間違っていると思っていた。留学

していた 2005 年当時は濾胞構造からなる結節を良性（腺腫

様甲状腺腫、濾胞腺腫）とするか悪性（被包性濾胞型乳頭癌）

とするか日本と北米の病理医では判断が異なることがよく知

られていたのである。この議論は 2017 年に大きな転機を迎

える。被包性濾胞型乳頭癌で浸潤性増殖のない腫瘍は悪性度

が極めて低い腫瘍として NIFTP（ noninvasive follicular 

thyroid neoplasm with papillary-like nuclear features ）の新

たな名称が与えられた。では私は師匠に勝ったのであろうか、

否。師匠は一枚も二枚も上手であった。papillary carcinoma

を意味する“ P ”を入れることを主張し、NIFT“ P ”に自

らの信念を刻むことに成功したのであった。

� 金沢大学人体病理　原田憲一

先代教授の中沼教室に入局してから今年で 30 年目となり

ました。大学院時代には特定の肝疾患ではなく、種々の肝胆

道性疾患で出現する増生細胆管に関する研究を行い、細胆管

で医学博士も頂きました。大学院在学中、米国カルフォルニ

ア州立大学デービス校リウマチ , アレルギー , 臨床免疫学教

室（ Gershwin 教授）に留学し、原発性胆汁性胆管炎（ PBC ）

 国際病理アカデミー日本支部
理事指名委員会報告

 特集：忘れられないこの 1 例

忘れられない甲状腺結節

忘れられない胆管病変
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の病態解明に関して病理学的視点から研究しました。当時、

米国では PBC の肝移植が数多く施行され、米国内のあらゆ

る移植センターから届く PBC 摘出肝を見る機会がありまし

た。図 1 は忘れることのできない凄まじい PBC 胆管病変（ネ

ブラスカ症例）で、今でさえこれほどの胆管病変は見たこと

がありません。当時、アポトーシス研究の第一人者である長

田重一先生（金沢出身）が Fas を発見され、細胞死の研究が

飛躍的に進んでいた時代でした。図 1 の胆管には形態的にア

ポトーシスと認識できる胆管細胞が連続性に見られ、PBC の

胆管消失にアポトーシスが関与している事を案出した思い出

深い胆管病変です。本症例のパラフィンブロックをこっそり

持参し帰国、直ちにTUNEL法でアポトーシスを確認し（図2）、

「 Enhanced apoptosis relates to bile duct loss in primary 

biliary cirrhosis 」のタイトルで論文発表をすることが出来ま

した （ Hepatology 1997 Dec;26（ 6 ）:1399-405 ）。本筋から

外れますが、論文を書くのは恋文を書くのと似ています。書

き始めは夜中に一人がよいです。ちょっとほろ酔い気分、そ

して一人で盛り上がった状態で、思いつくまま気の向くまま

に乱文を認め、とりあえず書いたという満足感を得るのが心

地よい。翌朝、恋文のように赤面することはありませんが、

その後の推敲は大変であることは仕方ありません。私の時代

はギリギリ PC が普及し始めた時で、タイプライターで一気

呵成に仕上げる必要はありませんでした。タイプライターで

一夜にして論文を執筆されておられた偉大な先人の研究者に

感服いたします。

日　時：2021 年 11 月 1 日（月）～ 14 日（日）

場　所：バーチャル開催

大会長：吉野　正（岡山大学大学院病理学）

公式ホームページ：https://kwcs.jp/APIAP2021/

日　時：2021 年 11 月 16 日（火）～ 12 月 5 日（日）

　　　　Web オンデマンド開催

詳　細：https://www.iapjapan.org/educational/

日　時：2021 年 11 月

　　　　詳細は決定次第お知らせします

The 17th Korean-Japanese Conjoint Slide Conference of 

International Academy of Pathology （ IAP ）

COVID-19 の影響により中止となりました。

日　時：2022 年 3 月 19 日（土）～ 24 日（木）

場　所： Los Angeles Convention Center and JW Marriott 

LA Live - Los Angeles, CA

参照 URL：https://www.uscap.org/uscap-annual-meeting/

　　　　　（上記 URL には、第 112 回～第 116 回の日程、

　　　　　　開催地も記載されています）

日　時：2022 年 10 月 9 日（日）～ 14 日（金）

場　所： Internat iona l Convent ion Centre, Sydney, 

Australia

参照 URL：https://iap-aus.org.au/events/iap2022/

日　時：2024 年 10 月 26 日（土）～ 31 日（木）

場　所：Cancun, Mexico

日　時：2026 年

場　所：福岡市

大会長：小田義直（九州大学大学院形態機能病理学）

原発性胆汁性胆管炎（PBC）の障害胆管。HE染色（左）と
TUNEL染色（右）。

 Upcoming Meeting

第 12 回 Asia Pacific IAP （ APIAP ） 
Congress

第 17 回 日韓合同スライドカンファレンス

第 111 回 USCAP Annual Meetings

2021 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー

第 34 回 IAP Congress （ XXX Ⅳ International 
Congress of the International Academy of Pathology ）

第 61 回 IAP 日本支部総会

第 35 回 IAP Congress

第 36 回 IAP Congress
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Modern Pathology と Laboratory Investigation　2022 年 1

月～ 12 月号、各雑誌の年間購読料：14,000 円（税込）

マイページにて申込手続きをお願いします。購読を継続さ

れる方も必ず更新の手続きをしてください。申込受付は 10

月 22 日（金）17 時までと例年より早くなっておりますこと

にご留意ください。

申し込み期間：2021 年 10 月 1 日（金）正午～

 10 月 22 日（金）17 時

・ 本申し込みは販売収入事業となり消費税 10％がかかること

ご了承ください。

・ 本申し込みは、IAP 日本支部が代行し、情報管理・配送手

配はすべて USCAP が行っております。

・ 申込み期間外の受付、および購読中の住所変更等はできま

せん。

・ 配送トラブルがある際は、一度 IAP 日本支部へご相談くだ

さい。

・ 継続購読の方は 12 月号翌年の 1 月号と途切れなく配送さ

れますが、新規購読者、また住所変更をされた方では、雑

誌の配送が遅れることが多いことを承知して下さい。

・ Journal の購読は個人単位でとなっています。個人名義で

購入し、大学、病院の図書館で閲覧というのは禁止されて

いることをご承知下さい。

理事選挙の投票、USCAP 雑誌購読申込、総会の議決権行

使または委任状登録にはログインが必要です。パスワードが

不明の方は再発行してください。メールアドレスを登録して

いない方はマイページにて登録してください。

会員窓口が 2021 年 6 月から変わりました。問い合わせは下

記へお願いします。

IAP 日本支部学会事務局　担当：平尾　みゆき

住所：〒 162-0801　東京都新宿区山吹町 358-5

　　　アカデミーセンター

TEL：03-6824-9374 ／ FAX：03-5227-8631

Email：jdiap-post@bunken.co.jp

マイページの仕様が変わりました。

・ID は会員番号になります。

・ パスワードを忘れた方の再発行はメールアドレスと会員番

号での照会になります。

・ 発送物は、「郵送物」送付先と「請求書」送付先をそれぞ

れ自宅か所属先に選択できます。窓付き封筒のため紙面に

住所が印字されますので、適宜ご選択ください。

会員情報に変更のある方は、マイページにて変更手続きを

お願いします。

IAP 日本支部会員になるメリットは
IAP 日本支部会員になると…

1．病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引…

　 会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2．スライドセミナーの会員割引…

　 1 コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円…

　 → 病理診断講習会 + スライドセミナー 2 コースを受講す

る場合…

　 会員　入会金・年会費 7,000 円 + 受講料 25,000 円…

　 = 計 32,000 円…

　 非会員　受講料 =38,000 円…

　 6,000 円（ 2 年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3．USCAPJournal を会員価格で定期購読…

　 − Modern Pathology, Laboratory Investigation −

　 1 冊の年間購読料 約 $99～、年により変動あり

4．IAP 日本支部・IAP 本部の会報　NewsBulletin

　 （ JDIAP ホームページで閲覧可能）

5．国際学会の情報取得…

　 IAP ／ USCAP ／ APIAP ／ APSMI ／日韓合同スライド

　 カンファランス／日台合同スライド

　 カンファランスなど

＊�一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けまし

た

現会員は一般会員として登録しています。

下記の条件を満たし、希望する会員は、変更可能です。

■ シニア（終身）会員申請できる方：65 歳以上で会員歴 20

年以上の現会員。

終身会費　50,000 円、以降は会費納入を免除。

 事務局よりお知らせ

 IAP 日本支部会員になろう !

一般会員 シニア
会員

ジュニア
会員 非会員

入会金  1,000 円 − 1,000 円 −

年会費  6,000 円 50,000 円
（終身会費） 4,000 円 −

病理診断講習会
受講料  5,000 円 無料 3,000 円  8,000 円

スライドセミナー
受講料 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

 2022 年 USCAP 雑誌購読
申し込み案内
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スライドセミナー受講料は一般会員に準じる。

特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）

は無料で受講。

■ジュニア（若手）会員

申請できる方：病理専門医資格　未保持者。

＊ 申請方法：HP の Membership ページ（日本語）にて様式

をダウンロードし、東京事務局へ E メールにて申請してく

ださい。

現在、賛助会員として下記の 15 社にお世話になっており

ます。年会費は 50,000 円で、IAP 日本支部の発行物などを

紹介させていただいております。ご協力に大変感謝致します。

会員の皆様、当学会の活動に賛同いただける、その他の企業・

団体様をご紹介いただけると幸いです。

　 一般社団法人シーピーエル

　 株式会社キューリンパーセル

　 株式会社組織科学研究所

　 株式会社東京セントラルパソロジーラボラトリー

　 株式会社日本臨牀社

　 株式会社フィリップス�ジャパン

　 株式会社臨床病態医学研究所

　 アストラゼネカ株式会社

　 サクラファインテックジャパン株式会社

　 ゼク・テック株式会社

　 平野純薬株式会社

　 フィンガルリンク株式会社

　 富士製薬工業株式会社

　 ホロジックジャパン株式会社

　 ライカマイクロシステムズ株式会社

広報委員会

委 員 長　森谷卓也

副委員長　久岡正典

委　　員　長嶋洋治

　　　　　近藤哲夫

　　　　　原田憲一

JDIAP 賛助会員
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